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知って得する健康保険の基礎知識 ６６ 

歯周病の仕組みと予防について！ 

日本では３５歳を超えると、８割以上が歯肉炎も含めた歯周病にかかっているという調査結果が出て 

います。歯周病予防の基本は歯垢がつかないようにすること。毎日の歯みがきと歯科健診での歯石除去 

などが有効です。歯周病の原因を知り、予防対策をしましょう！ 

【歯周病の予防】 

歯周病は歯垢、つまり細菌の固まりが歯ぐきの炎症を引き起こすことから始まります。 

口の中の細菌はバイオフィルムという薄い膜を作り、歯に張り付いています。（※図 1） 

バイオフィルムは薬品が効きにくいため、毎日の丁寧な歯みがきや歯科医院での清掃が有効です。（※図２） 
（※図 1・2は厚生労働省ｅ－ﾍﾙｽﾈｯﾄから引用） 

 

 

※図 1 

 

 

 

 

 

※図２ 

 

 

 

 

【歯石の除去】 

歯石は歯の表面の石のようなものですが、ざらざらして内部にはすき間もあるために、バイオフィルムが出

来やすくなります。歯石は自分で取ることができません。定期的に歯科健診を受診して歯石を取ってもらい

ましょう。  

【歯周病の因子】 

糖尿病のような全身疾患があると、体の防御機能が低下し、歯周病になりやすくなります。タバコも歯周病

を悪化させる重要な因子です。口腔乾燥状態になると殺菌効果のある唾液が減少してしまい、リスクが高ま

るのです。  
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